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Bean定義ファイル一覧

項番 名称 ファイル名

1 フレームワークBean定義ファイル FrameworkBean.xml

2 ジョブBean定義ファイル 任意

3 デフォルトBean定義ファイル DefaultValueBean.xml

4 データアクセスBean定義 dataAccessContext-batch.xml

5 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン AsyncBatchDaemonBean.xml

6 デーモン終了用ジョブBean定義ファイル StopDaemonBean.xml

7 非同期型起動用スレッドプール定義ファイル ThreadPoolContext-AsyncBatch.xml

8 同期型起動用スレッドプール定義ファイル ThreadPoolContext-batch.xml

9 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（CommonJ用)定義ファイル AsyncBatchDaemonForCommonjBean.xml

10 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（メッセージ送信用）定義ファイル AsyncBatchDaemonForSendMessageBean.xml

11 メッセージ起動Bean定義ファイル MessageDrivenBean.xml

12 メッセージ起動(JMS用)Bean定義ファイル MessageSenderBean.xml

13 メッセージ起動ジョブBean定義ファイル MessageSendJob.xml

14 ジョブスターター用ワークマネージャ定義ファイル WorkManagerContext.xml

15 ワーク用ワークマネージャ定義ファイル WorkManagerTaskContext-batch.xml

16 プレースホルダ設定定義ファイル PlaceHolderConfig.xml

17 チャンク別トランザクションモデル ChunkTransactionBean.xml

18 チャンク別トランザクションモデル (リスタート) ChunkTransactionForRestartBean.xml

19 チャンク別トランザクションモデル（ブレイク） ChunkTransactionForControlBreakBean.xml

20 非トランザクションモデル NoTransactionBean.xml

21 単一トランザクションモデル SingleTransactionBean.xml

22 ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル PartitionChunkTransactionBean.xml

23 ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル (リスタート) PartitionChunkTransactionForRestartBean.xml

24 ジョブ分割非トランザクションモデル PartitionNoTransactionBean.xml

25 ジョブ分割単一トランザクションモデル PartitionSingleTransactionBean.xml

26 ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル SequentialSingleTransactionBean.xml

27 ファイルアクセス FileAccessBean.xml

28 親ジョブ分割定義ファイル PartitionParentJobBean.xml
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フレームワークBean定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1 PlaceHolderConfig.xml プレースホルダを定義したBean定義ファイル

2 DefaultValueBean.xml デフォルト値を定義したBean定義ファイル

3
messageSour
ce

org.springframework
.context.support.Re
sourceBundleMessage

リソースバンドルのBean定義。 basenames リソースの設定。
初期設定値は『ApplicationResources,
system-messages,application-messages』である。

4

messageAcce
ssor

jp.terasoluna.fw.ba
tch.springsupport.m
essages.MessageAcce
ssorImpl

メッセージ取得用クラスの設定 - -

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerFac
tory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHand
lerFactory』である。

6

listPropert
yPartitionK
eyCollector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.ListPr
opertyCollector

Bean定義リストCollectorのPartitionKey取得用
Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリストを
使ってPartitionKeyデータを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHand
lerFactory』である。

7

stringArray
PropertyPar
titionKeyCo
llector

stringArrayProperty
Collector

文字列配列プロパティCollectorのPartitionKey取
得用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字列配列
を使って、PartitionKeyデータを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHand
lerFactory』である。

8

listPropert
yCollector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.ListPr
opertyCollector

Bean定義リストCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリストを
使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory 』
である。

9

stringArray
PropertyCol
lector

stringArrayProperty
Collector

文字列配列プロパティCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字列配列
を使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory 』
である。

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory 』
である。

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.Chunke
rFactory

チャンカー作成クラスの定義。 chunkSize
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

11

validationL
istProperty
Collector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.ListPr
opertyCollector

Bean定義リストCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリストを
使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecu
torFactory』である。

12

validationS
tringArrayP
ropertyColl
ector

stringArrayProperty
Collector

文字列配列プロパティCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字列配列
を使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecu
torFactory』である。

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecu
torFactory』である。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初 期 設 定 値 は
『 jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory 』
である。

14

validator バリデータの定義。

15

validationResultHandler 入力チェック用XML設定ファイルのパスの定義。

collectorResultHandler 対象データ取得結果のハンドラBeanの定義。
初期設定値は『CollectorResultHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラのBean定義
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

defaultJobExceptionHand
ler

デフォルト例外ハンドラ用Bean定義。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

batchUpdateResultHandle
r

バッチ更新の処理結果ハンドラ用Bean定義。
初期設定値は『batchUpdateResultHandler』である。

defaultJobExceptionHand
ler

デフォルト例外ハンドラ用Bean定義
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラを格納したMapのBean定義。
初期設定値は『deexceptionHandlerMap』である。

18
baseQueuePr
ocessor

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.QueueP
rocessor

キューから要素を取り出し、取り出したそれぞれ
の要素をパラメータとしてワーカーを起動するマ
ネージャ用Bean定義。

なし

19

transaction
alSupportPr
ocessor

jp.terasoluna.fw.ba
tch.springsupport.t
ransaction.Transact
ionalSupportProcess

トランザクション処理用Bean定義。
SupportProcessorインタフェースの実装クラス。

- -

supportLogicResultHandl
er

サポートロジックの処理結果ハンドラ用設定。
初期設定値は『supportLogicResultHandler』である。

defaultJobExceptionHand
ler

デフォルト例外ハンドラの設定。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラマップの設定。
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

入力チェック対象
データ取得用コレ
クタ定義

データベースCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設定された
DAOを使って、データベースから対象データを取得
する。

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.Standa
rdSupportProcessor

サポートロジックの起動用クラスのBean定義。

サポートプロセッ
サ

standardSup
portProcess
or

jp.terasoluna.fw.ba
tch.ibatissupport.I
BatisDbCollectorImp
l

データベースCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設定された
DAOを使って、データベースから対象データを取得
する。

baseWorker

IBatisDbPar
titionKeyCo
llector

baseManager

jp.terasoluna.fw.ba
tch.ibatissupport.I
BatisDbCollectorImp
l

validationI
BatisDbChun
kCollector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.validation.Vali
dationExecutorFacto
ry

プレースホルダ

リソース定義

jp.terasoluna.fw.ba
tch.core.JobWorker

Chunkを処理単位として、Chunkが持つデータを入
力とするビジネスロジックを実行するマネージャ
用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.ba
tch.ibatissupport.I
BatisDbCollectorImp
l

データベースCollectorのPartitionKey取得用Bean
定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設定された
DAOを使って、データベースからPartitionKeyデー
タを取得する。

IBatisDbChu
nkCollector

マネージャ定義 jp.terasoluna.fw.ba
tch.core.JobManager

ジョブ等のフレームワークで規定する作業単位を
管理、実行するマネージャ用Bean定義。

デフォルトBean定義ファイルのインポート

10

5

20

16

17

13

分割キー取得用コ
レクタ定義

対象データ取得用
コレクタ定義

入力チェック用の対象データ取得ハンドラ
（CollectedDataHandler）クラスの定義。
チャンク作成処理は、
collectedDataHandlerFactoryに設定されたチャン
カー生成用
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ジョブBean定義ファイル

1
ChunkTransactionBean.xml チャンク別トランザクションモデルBean定義ファイル

2
ChunkTransactionForRestartBean
.xml

リスタート機能を使用するチャンク別トランザクショ
ンモデルBean定義ファイル

3
ChunkTransactionForControlBrea
kBean.xml

コントロールブレイク機能を使用するチャンク別トラ
ンザクションモデルBean定義ファイル

4
NoTransactionBean.xml トランザクション制御なしモデルのBean定義ファイル

5
PartitionChunkTransactionBean.
xml

分割ジョブのチャンク別トランザクションモデルBean
定義ファイル

6
PartitionChunkTransactionForRe
startBean.xml

リスタート機能を使用する分割ジョブのチャンク別ト
ランザクションモデルBean定義ファイル

7
PartitionNoTransactionBean.xml 分割ジョブのトランザクション制御なしモデルのBean

定義ファイル

8
PartitionSingleTransactionBean
.xml

分割ジョブの単一トランザクションモデルのBean定義
ファイル

9
SingleTransactionBean.xml 単一トランザクションモデルのBean定義ファイル

10
SequentialSingleTransactionBea
n.xml

ジョブ分割逐次単一トランザクションモデルのBean定
義ファイル

任意

11
FileAccessBean.xml ファイルアクセス用Bean定義ファイル

任意

12 親ジョブ前処理
parentjobPre
LogicList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

分割ジョブ実行時の親ジョブの
前処理設定

sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理から実行
される。

任意

13 親ジョブ後処理
parentjobPos
tLogicList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

分割ジョブ実行時の親ジョブの
後処理の設定

sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理から実行
される。

任意

14 分割キー取得
partitionkey
Collector

フレームワークBean定義ファイル
説明書の分割キー処理用コレクタ
定義から選択。

分割ジョブ実行時の分割キー取
得処理定義

任意のプロパティ
『IBatisDbPartitionKeyCollecto
r』を選択した場合は『sql』

『sql』の場合はiBATISのSQL定義ファイルで定義され
たSQL IDを設定する。

分割ジョブの場
合は必須

15 対象データ取得
collector

任意のクラス名
対象データ取得用Beanの設定 任意のプロパティ

○

16 ビジネスロジック
blogic

ビジネスロジックの実装クラス
ビジネスロジックのBeanの設定 任意のプロパティ

○

17
ジョブコンテキス
ト

jobContext
パラメータ値等を格納するクラス

パラメータ値等を格納するクラ
スの設定

任意のプロパティ
○

18 ジョブ前処理
jobPreLogicL
ist

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時のジョブの前処理
設定

sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理から実行
される。

任意

19 ジョブ後処理
jobPostLogic
List

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時のジョブの後処理
設定

sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理から実行
される。

任意

20
先頭チャンク前処
理

firstchunkPr
eLogicList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時の先頭チャンク前
処理設定

sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理から実行
される。

任意

21
最終チャンク後処
理

lastchunkPos
tLogicList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時の最終チャンク後
処理設定

sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理から実行
される。

任意

22 セーブポイント
useSavepoint org.springframework.beans.facto

ry.config.FieldRetrievingFactor
yBean

セーブポイント使用有無設定 staticField 使用する場合は『java.lang.Boolean.TRUE』を設定
任意

23 チャンクサイズ
chunkSize

java.lang.Integer
チャンクサイズ設定 -

任意

24
分割ジョブの多重
起動数

multiplicity
java.lang.Integer

分割ジョブの多重起動数設定 -
分割ジョブの場

合は必須

25 SqlMapConfig
sqlMapConfig
FileName

java.lang.String
SqlMapConfigの設定 任意のファイル ジョブ毎にSqlMapを用意する場合に設定する。

任意

26

controlBreak
DefItemList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

コントロールブレイクのブレイ
ク定義情報の設定

sourceList コントロールブレイクの定義情報をリストに定義す
る。複数定義した場合は、上位から処理される。リス
トに定義する内容については項番27,28を参照。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

27

breakKey コントロールブレイクのブレイクキーをリストに定義
する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

28

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイクハンド
ラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

29

breakKey チャンクコントロールブレイクのブレイクキーをリス
トに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

30

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイクハンド
ラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

31

transControl
BreakDefItem
List

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

トランスチャンクコントロール
ブレイクのブレイク定義情報の
設定

sourceList トランスチャンクコントロールブレイクの定義情報を
リストに定義する。複数定義した場合は、上位から処
理される。リストに定義する内容については項番
32,33を参照。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

32

breakKey トランスチャンクコントロールブレイクのブレイク
キーをリストに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

33

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイクハンド
ラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

必須

○
処理モデルを一
つ選び、イン

ポートする必要
がある処理モデルインポート

項番 Bean ID Classes/parent名設定項目名称 property概要概要 property

jp.terasoluna.fw.batch.controlb
reak.ControlBreakDefItem

コントロールブレ
イク定義情報リス
ト

コントロールブレイクのブレイ
クキーおよびブレイクキーに対
応するハンドラの設定

jp.terasoluna.fw.batch.controlb
reak.ControlBreakDefItem

チャンクコントロールブレイク
のブレイクキーおよびブレイク
キーに対応するハンドラの設定

チャンクコント
ロールブレイク定
義情報

chunkControl
BreakDefItem

jp.terasoluna.fw.batch.controlb
reak.ControlBreakDefItem

トランスチャンク
コントロールブレ
イク定義情報リス
ト

トランスチャンクコントロール
ブレイクのブレイクキーおよび
ブレイクキーに対応するハンド
ラの設定
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デフォルトBean定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1
endFileChecker jp.terasoluna.fw.batch

.init.EndFileChecker
ジョブ終了制御用Bean定義。 endFileDir 終了ファイル検出ディレクトリのパス。

初期設定値は『batchapps/BE-03/EndFile』である。
period 起動周期。

初期設定値は『8000』である。
timerTask スケジュール起動対象。

初期設定値は『endFileCheck』である。
daemon 初期設定値は『false』である。

scheduledTimerTask
s

スケジュールタスク用設定。
初期設定値は『scheduledTask』である。

4

useCache org.springframework.be
ans.factory.config.Fie
ldRetrievingFactoryBea
n

BeanFactory のキャッシュ有無のデ
フォルト設定。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

staticField 初期設定値は『java.lang.Boolean.FALSE』である。

5
parentjobPreLog
icList

org.springframework.be
ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

ジョブ分割前処理のデフォルトBean定
義。
ジョブBean定義に設定がある場合、

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

6
parentjobPostLo
gicList

org.springframework.be
ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

ジョブ分割後処理のデフォルトBean定
義。
ジョブBean定義に設定がある場合、

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

7
jobPreLogicList org.springframework.be

ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

ジョブ前処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

8
jobPostLogicLis
t

org.springframework.be
ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

ジョブ後処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

9

firstchunkPreLo
gicList

org.springframework.be
ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

先頭チャンク前処理のデフォルトBean
定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

10

lastchunkPostLo
gicList

org.springframework.be
ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

最終チャンク後処理のデフォルトBean
定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

11
chunkSize java.lang.Integer チャンクサイズ用Bean定義。

ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

初期設定値は『20』である。

12

useSavepoint org.springframework.be
ans.factory.config.Fie
ldRetrievingFactoryBea
n

セーブポイント有無のデフォルトBean
定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

staticField 初期設定値は『java.lang.Boolean.FALSE』である。

13

JobStatusSummar
izer

jp.terasoluna.fw.batch
.standard.StandardJobS
tatusSummarizer

処理状態の結果ハンドラのデフォルト
Bean定義。ジョブBean定義に設定があ
る場合、ジョブBean定義が優先され
る。

- -

14

exitCodeMap org.springframework.be
ans.factory.config.Map
FactoryBean

終了コードのデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

sourceMap 初期設定は以下の通り。
Key:ENDING_NORMALLY value:0
Key:ENDING_ABNORMALLY value:1
Key:SUSPENDING value:2

15

useMonitorable org.springframework.be
ans.factory.config.Fie
ldRetrievingFactoryBea
n

ジョブ監視有無のデフォルトBean定
義。ジョブBean定義に設定がある場
合、ジョブBean定義が優先される。

staticField 初期設定値は『java.lang.Boolean.FALSE』である。

16

manageableJobSi
ze

java.lang.Integer ジョブ監視の上限値用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

- 初期設定値は『20』である。

17

sqlMapConfigFil
eName

java.lang.String SqlMapConfigのデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

sqlMapConfigFileNa
me

初期設定値は
『common/sql-map-config.xml』である。

18

chunkQueueLengt
h

java.lang.Integer チャンクキューのサイズ用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

- 初期設定値は『10』である。

19

partitionQueueL
ength

java.lang.Integer 分割キーキューのサイズ用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先される。

- 初期設定値は『10』である。

20

例外ハンドラ exceptionHandle
rMap

org.springframework.be
ans.factory.config.Map
FactoryBean

例外ハンドラマップのBean定義。 sourceMap ハンドラマップ値の設定。
初期設定値は『
CollectorException=jp.terasoluna.batch.sample.b
c01.CollectorExceptionHandlerImpl
JobException=jp.terasoluna.fw.batch.standard.St
andardJobExceptionHandler
』である。

21
デフォルト例外ハンド
ラ定義

defaultJobExcep
tionHandler

jp.terasoluna.fw.batch
.standard.StandardJobE
xceptionHandler

JobException用デフォルト例外ハンド
ラのBean定義。

なし

22

BLogicResultHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch
.standard.StandardBLog
icResultHandler

ビジネスロジック結果ハンドラBean定
義。
BLogicResultHandlerの実装クラス。

なし

23

TransactionalBL
ogicResultHandl
er

jp.terasoluna.fw.batch
.springsupport.transac
tion.TransactionalBLog
icResultHandler

チャンク別トランザクションモデル用
ビジネスロジック結果ハンドラBean定
義。
BLogicResultHandlerの拡張クラス。

なし

24

CollectorResult
Handler

jp.terasoluna.fw.batch
.standard.StandardColl
ectorResultHandler

Collector結果ハンドラBean定義。
StandardBLogicResultHandler の 実 装
クラス。

なし

25

batchUpdateResu
ltHandler

jp.terasoluna.fw.batch
.standard.StandardBatc
hUpdateResultHandler

バッチ更新処理結果ハンドラBean定
義。
BatchUpdateResultHandler の実装クラ
ス。

なし

26

supportLogicRes
ultHandler

jp.terasoluna.fw.batch
.standard.StandardSupp
ortLogicResultHandler

サポート処理実行結果ハンドラBean定
義。
SupportLogicResultHandler の実装ク
ラス。

なし

27

validationConfi
gLocations

org.springframework.be
ans.factory.config.Lis
tFactoryBean

入力チェック定義ファイルとルール
ファイルのBean定義。

sourceList 初期値は
『/common/validator-rules.xml、
/common/validator-rules-ex.xml、
/common/validationCommon.xml』である。

28

validationResul
tHandler

jp.terasoluna.fw.batch
.validation.StandardVa
lidationResultHandler

入力チェック処理結果ハンドラBean定
義。
ValidationResultHandler の実装クラ
ス。

なし

org.springframework.sc
heduling.timer.TimerFa
ctoryBean

監視用タイマファクトリ用Bean定義。

デフォルト定義。
ジョブBean定義に設定
がある場合、ジョブ
Bean定義が優先され
る。

ジョブ終了監視用クラス
定義

スケジュールタスク用Bean定義。org.springframework.sc
heduling.timer.Schedul
edTimerTask

入力チェック

処理結果ハンドラ

2

scheduledTask

3

タイマ timerFactory
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データアクセスBean定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

driverClassName JDBCのドライバの設定。

url 接続先のURLの設定。

username ユーザアカウントの設定。

password パスワードの設定。

poolPreparedStatem
ents

PreparedStatements のプーリング有無
（デフォルトはtrue）

defaultAutoCommit オートコミットの有無（デフォルトは
false）

3

トランザクションプロ
キシ

baseTransaction
Proxy

org.springframework.transa
ction.interceptor.Transact
ionProxyFactoryBean

トランザクションプロキシの
ベース定義となる親Bean定義。
Worker定義のtarget属性に指定
するBean。
子のBean定義で属性をオーバー
ライドすることができる。
Springで提供されているファク
トリクラスのBean定義。
任意のクラスにトランザクショ
ン制御コードを付加したプロキ
シクラスを生成する。

transactionManager トランザクションマネージャの設定。
プロキシ対象のBean、およびトランザク
シ ョ ン 定 義 情 報 の 設 定 は 、 こ の
baseTransactionProxy を親定義とするフ
レームワークのBean定義で行われてい
る。
初期設定値は『transactionManager』で
ある。

configLocation 使用するSQLMapの定義ファイルの設定。
初期設定値は『sqlMapConfigFileName 』
である。(デフォルトBean定義ファイル

dataSource 使用するデータソースBeanの設定。
初期設定値は『dataSource』である。

5
queryDAO jp.terasoluna.fw.dao.ibati

s.QueryDAOiBatisImpl
参照系のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。

初期設定値は『sqlMapClient』である。

6
updateDAO jp.terasoluna.fw.dao.ibati

s.UpdateDAOiBatisImpl
更新系のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。

初期設定値は『sqlMapClient』である。

7
spDAO jp.terasoluna.fw.dao.ibati

s.StoredProcedureDAOiBatis
ストアドプロシジャ用のDAOの
Bean定義。

sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。
初期設定値は『sqlMapClient』である。

1

データソース dataSource org.apache.commons.dbcp.Ba
sicDataSource等

DataSourceのBean定義。
DBCPによるコネクションプーリ
ングを行う。

使用するデータソースBeanの設定。
初期設定値は『dataSource』である。

dataSourceトランザクションマ
ネージャ

transactionMana
ger

org.springframework.jdbc.d
atasource.DataSourceTransa
ctionManager

単一のJDBCデータソース向けの
トランザクションマネージャ
Bean定義。

DAO

2

iBATIS データベース層のため
のSQLMapのBean定義。

SQLMapClient sqlMapClient org.springframework.orm.ib
atis.SqlMapClientFactoryBe
an4
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非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobContex
t

親ジョブ用ジョブコンテキス
トの定義。

- -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『/common/FrameworkBean.xml,/common/dataAccess
Context-batch.xml,/common/ThreadPoolContext-
AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照

10 preJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init
.AsyncJobPreLogic

非同期用ジョブ前処理の定
義。

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init
.AsyncJobPreLogic

非同期用ジョブ後処理の定
義。

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFactory 項番17を参照

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInf
oHandlerFactory

ジョブ依頼情報格納用ワーカ
キュー生成用クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視を行
わない場合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.config.
FieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.stan
dard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイ
ズ

multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『1』

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネー
ジャの定義。

親ジョブ用キュー処理クラス
の定義。

batchDaemonJobColl
ector

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardW
orkQueueFactory

非同期バッチ起動用作業
キュー作成クラスの定義。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInf
oCollector

非同期ジョブ起動時のジョブ
依頼情報取得用クラスの定
義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueuePro
cessor)

-

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init
.JobExecutor

16

9

コレクター

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQu
eueProcessor

設定項目名称

2

ジョブ管理テーブル用ハンド
ラのBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用
Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorabl
eJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定
義。

スレッド管理

ジョブ管理テーブ
ル

JobControlTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobControlTab
leHandlerImpl
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デーモン終了用ジョブBean定義ファイル

1 jobManager
jp.terasoluna.fw.batch.init.NullWorke
r

非同期バッチ起動用のマネー
ジャ

- -

2 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
init.AsyncJobContext

ジョブコンテキスト - -

3
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

3
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

4
JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。 partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

項番 Bean ID

非同期バッチ起動
用のマネージャ

設定項目名称 property概要概要 propertyClasses/parent名

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monito
rableJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。
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非同期型起動用スレッドプール定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1

スレッドプール管
理

workerExecuterS
ervice

jp.terasoluna.fw.batch
.springsupport.standar
d.FixedThreadPoolWorke
rExecuterService

フレームワークが利用するス
レッドプールのBean定義。

constructor-arg スレッド数の設定。
初期設定値は『２０』である。
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同期型起動用スレッドプール定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1

スレッドプール管
理

workerExecuterS
ervice

jp.terasoluna.fw.batch
.springsupport.standar
d.FixedThreadPoolWorke
rExecuterService

フレームワークが利用するス
レッドプールのBean定義。

constructor-arg スレッド数の設定。
初期設定値は『threadSize 』であ
る。
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非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（CommonJ用)

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobContex
t

親ジョブ用ジョブコンテキスト
の定義。

- -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『/common/FrameworkBean.xml,/common/dataA
ccessContext-
batch.xml,/common/WorkManagerTaskContext-
batch.xml,/common/ValidationContext-
AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照

10 preJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init
.AsyncJobPreLogic

非同期用ジョブ前処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init
.AsyncJobPostLogic

非同期用ジョブ後処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFactory 項番17を参照

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

refreshCount 初期値『20』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInf
oHandlerFactory

ジョブ依頼情報格納用ワーカ
キュー生成用クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.config.
FieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.stan
dard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『3』

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャ
の定義。

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

batchDaemonJobColl
ector

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManage
rTaskWorkQueueFactory

非同期バッチ起動用作業キュー
作成クラスの定義（CommonJ
用）。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInf
oCollector

非同期ジョブ起動時のジョブ依
頼情報取得用クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueuePro
cessor)

-

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.JobEx
ecutor

16

9

コレクター

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQu
eueProcessor

設定項目名称

2

ジョブ管理テーブル用ハンドラ
のBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorabl
eTransactionalJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。

スレッド管理

ジョブ管理テーブ
ル

JobControlTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobControlTab
leHandlerImpl
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非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（メッセージ送信用）

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobContex
t

親ジョブ用ジョブコンテキスト
の定義。

- -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『/common/FrameworkBean.xml,/common/dataA
ccessContext-
batch.xml,/common/WorkManagerTaskContext-
batch.xml,/common/ValidationContext-
AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照

10 preJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.SendMes
sagePreLogic

メッセージ送信用ジョブ前処理
の定義。

jobMessageTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.SendMes
sagePostLogic

メッセージ送信用ジョブ後処理
の定義。

jobMessageTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFactory 項番17を参照

jobMessageTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

refreshCount 初期値『20』

jobBeanPath 初期値『common/MessageSendJob.xml』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.JobMess
ageInfoHandlerFactory

メッセージ送信情報格納用ワー
カキュー生成用クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.config.
FieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.stan
dard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『3』
スレッド管理

ジョブメッセージ
テーブル

jobMessageTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobMessageTab
leHandlerImpl

ジョブメッセージテーブル用ハ
ンドラのBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorabl
eTransactionalJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQu
eueProcessor

設定項目名称

2

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.JobEx
ecutor

16

9

コレクター

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

batchDaemonJobColl
ector

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManage
rTaskWorkQueueFactory

非同期バッチ起動用作業キュー
作成クラスの定義（CommonJ
用）。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.SendJob
ResultInfoCollector

メッセージ送信ジョブ起動時の
ジョブ結果情報取得用クラスの
定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueuePro
cessor)

-

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャ
の定義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ
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メッセージ起動Bean定義ファイル 

workManager 項番2を参照
listener 項番3を参照
workManagerName 初期値『wm/BatchWorkManager』
resourceRef 初期値『true』

3 ワークリスナー listener
jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listener
.JobExecutorListener

ワークリスナーの定義。 jobResultInfoHandler -

4
SqlMapConfigファ
イルPath

sqlMapConfigFileNam
e

java.lang.String SqlMapConfigのパス定義。 constructor-arg 初期値『common/sql-map-config.xml』

5 JMS設定 -
- JMSの定義。 import resource 初 期 値

『classpath:common/MessageSenderBean.xml』

9
queryDAO 参照系のDAOのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

10
updateDAO 更新系のDAOのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

11 ジョブ結果送信
jobResultInfoHandle
r

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.transact
ion.JobResultInfoHandlerImplForJMS

ジョブ結果送信用ハンドラの
Bean定義。

messageSender 項番5を参照

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.Job
StarterImpl

Classes/parent名 property概要概要 property

ジョブスターターの定義。

項番

jobStarter

Bean ID

1 ジョブスターター

設定項目名称

ジョブメッセージテーブル用ハ
ンドラのBean定義。

2
org.springframework.scheduling.commonj.
WorkManagerTaskExecutor

ジョブメッセージ
テーブル

jobMessageTableHand
ler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobMessageT
ableHandlerImpl

ワークマネージャの定義。
managerワークマネージャ
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メッセージ起動JMS設定定義ファイル

1 メッセージ送信 jobMessageSender
jp.terasoluna.fw.batch.jms.JobMessageSe
nder

ジョブ起動の際のメッセージ送信
の際に使用するJMSテンプレート

jmsTemplate 項番4を参照。
初期値は『jmsTemplete』である。

2
ジョブ実行結果取
得キュー

resultQueue org.springframework.jndi.JndiObjectFact
oryBean

ジョブ実行結果を取得するキュー
の定義
サーバで設定した名称をJNDIルッ
クアップすることで設定する。

jndiName ジョブ実行結果を所得するためのキューの設
定。
初期値は『JobReceiveQueue』である。

3 JMS接続ファクトリ

jmsConnFactory org.springframework.jndi.JndiObjectFact
oryBean

JMSを使用する際の接続ファクト
リの定義
サーバで設定した名称をJNDIルッ
クアップすることで設定する。

jndiName 使用するJMS接続ファクトリの設定。
初期値は『weblogic.jms.ConnectionFactory』

connectionFactory 項番3を参照。
初期値は『jmsConnFactory』である。

defaultDestination 項番2を参照。
初期値は『resultQueue』である。

pubSubDomain メッセージングモデルにpub/subメッセージング
を使用するか否か。
初期値は『false』である。

JMSテンプレートモ
デル

jmsTemplate org.springframework.jms.core.JmsTemplat
e102

使用するJMSテンプレートモデル
の定義

4

property概要概要 propertyClasses/parent名項番 Bean ID設定項目名称
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メッセージ起動ジョブBean定義ファイル

1
ジョブ固有の設定
情報

- -

ジョブが使用するトランザク
ションモデル・JMSの設定定義

import resource 使用する設定ファイルのbatchapps配下のパスを定
義する。
初 期 値 は
『classpath:/template/commonj/SingleTransactio
nBean.xml』
『classpath:/common/MessageSenderBean.xml』
である。

2
ジョブコンテクス
ト

jobContext jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i
nit.AsyncJobContext

使用するジョブコンテクストの
設定定義

- -

3 コレクタ
collector IBatisDbChunkCollector 使用するコレクタの定義 sql 対象データ取得用のsql文を定義する。

初期値は『jobMessage.SELECT_SENDING_JOB_INFO 』
である。

4 BLogicの設定
blogic jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.Mess

ageSendJob
メッセージ送信ジョブの定義 sender 初期値は『jobMessageSender』である。

項番 Bean ID設定項目名称 property概要概要 propertyClasses/parent名
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ジョブスターター用ワークマネージャ定義ファイル 

workManager 項番2を参照。
初期値は『manager』である。

workListener 項番3を参照。
初期値は『listener』である。

workManagerName weblogic-application.xml に 記 述 さ れ る 、
WorkManager定義のname属性を参照。
初期値は『wm/BatchWorkManager』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

3 ワークリスナー
listener jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listen

er.JobExecutorListener
ワークリスナーの定義 jobResultInfoHandler 項番6を参照。

4
SqlMapConfigファ
イルPath

sqlMapConfigFileNa
me

java.lang.String SqlMapConfigファイルのパス定
義

constructor-arg 使用するSQLMapConfigの定義ファイルの設定。
初期値は『common/sql-map-config.xml』である。

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
初期値は『queryDAO』である。

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
初期値は『updateDAO』である。

updateDAO 参照系のDAOのBean定義。
初期値は『updateDAO』である。

transactionManager データアクセスBean定義を参照。
初期値は『transactionManager』である。

ジョブ管理テーブル用ハンドラ
の定義

ジョブ結果テーブ
ル用ハンドラ

jobResultInfoHandl
er

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.transa
ction.JobResultInfoHandlerImpl

ジョブ結果テーブル用ハンドラ
の定義

2

5

6

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.J
obStarterImpl

org.springframework.scheduling.common
j.WorkManagerTaskExecutor

ワークマネージャ

manager

ジョブ管理テーブ
ル用ハンドラ

jobMessageTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.Job
MessageTableHandlerImpl

Classes/parent名項番

jobStarter

Bean ID

1 ジョブスターター

設定項目名称

ワークマネージャの定義

property概要概要 property

ジョブ起動の定義
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ワーク用ワークマネージャ定義ファイル

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『exceptionHandlerMap』である。

executor 項番2を参照。
初期値は『taskExecutor』である。

workListener 項番3を参照。
初期値は『workListener』である。

workManagerName weblogic-application.xml に 記 述 さ れ る 、
WorkManager定義のname属性を参照。
初期値は『wm/BatchWorkManager』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

3 workListener
jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listen
er.WorkQueueListener

ワークリスナーの定義 - -

delay 遅延時間の設定。
初期値は『0』である。

period 繰り返す周期の設定。
初期値は『8000』である。　（単位は『ms』)

fixedRate 初期値は『false』である。

runnable デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『endFileChecker』である。

timerManagerName weblogic-application.xml に 記 述 さ れ る 、
WorkManager定義のname属性を参照。
初期値は『timer/FileCheckTimer』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

shared 初期値は『true』である。
タイマーはシングルトンである必要があるため、必ず
trueである必要がある。

scheduledTimerListeners タイマーリスナーのBean定義。
listタグにより複数のリスナーを設定できる。
初期値は『scheduledTask』である。

4

5

設定項目名称

2

タスク実行の定義

taskExecutor

org.springframework.scheduling.common
j.ScheduledTimerListener

監視

スケジューラーの定義

timerFactory org.springframework.scheduling.common
j.TimerManagerFactoryBean

タイマーの定義

scheduledTask

property概要概要 property

ワーク管理の定義jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMa
nagerTaskExecutorService

Classes/parent名項番

workerExecutorServ
ice

Bean ID

1

ワーク管理

org.springframework.scheduling.common
j.WorkManagerTaskExecutor
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プレースホルダ設定定義ファイル

1 プレースホルダ -
org.springframework.beans.factory.conf
ig.PropertyPlaceholderConfigurer

ジョブが使用するプレースホル
ダの設定定義。

locations 使用するプレースホルダのパスを定義する。
初 期 値 は 『 jdbc.properties 』
『template/workQueueFactory.properties』

項番 Bean ID設定項目名称 property概要概要 propertyClasses/parent名
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チャンク別トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecuterService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tra
nsaction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standard
SupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番8を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番9を参照
blogicExecutor 項番10を参照
batchUpdateProcessor 項番11を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandle デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandle デフォルトBean定義ファイルを参照

11
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardB
atchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

14
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

ジョブの処理状況
クラス

12

13

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorabl
eJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatusJobStatus

2

項番 Bean ID

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

1 jobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManage
rTaskWorkQueueFactory

-

property概要概要 property

9 jobWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueuePro
cessor)

8
chunkTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalWorker

7 キュープロセッサ
chunkTransactionQu
eueProcessor

10 blogicExecutor

マネージャ

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogi
cExecutor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

トランザクション制御有りの
ワーカ定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。
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チャンク別トランザクションモデル (リスタート)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
jobRestartTableHandler 項番21を参照
jobManager 項番2を参照

name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番3参照
preProcessor 項番4を参照
postProcessor 項番7を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照

preProcessor 項番5を参照

5
delegatedJobPrePro
cessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler 項番21を参照

postProcessor 項番8を参照

8
delegatedJobPostPr
ocessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番9を参照

9 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番11を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番12を参照
jobWorker 項番13を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照
blogicExecutor 項番14を参照
batchUpdateProcessor 項番15を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

15
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

18
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

queryDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

jobRestartInfoFactory 項番22を参照

20
ジョブリスタート
情報用パラメータ
クラス

JobRestartInfoFact
ory

jp.terasoluna.fw.batch.restart.StandardJob
RestartInfoFactory

ジョブリスタート情報用パラ
メータクラスのBean定義。

なし なし

ジョブリスタート管理テーブル
のハンドラクラス用Bean定義。

19

ジョブリスタート
管理テーブルハン
ドラ

JobRestartTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobRestartT
ableHandler

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

17

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

16

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

4

チャンク処理クラスの定義。

12

13 jobWorker

キュー処理クラスの定義。

11
chunkTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.trans
action.TransactionalWorker

チャンク処理クラスの定義。

14 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

10 キュープロセッサ
chunkTransactionQu
eueProcessor

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

restartPointUpdate
r

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

-

リスタート時のジョブ前処理の
定義。

リスタート時のジョブ後処理の
定義。

3

設定項目名称項番 Bean ID

2
delegatedJobManage
r

ジョブ実行マネージャの定義。

1 jobManager

property概要概要 property

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobContextR
estorer

7

マネージャ

ワーカ

リスタート実行用マネージャ定
義。

jobPreProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPreP
rocessor

リスタートポイント登録用ワー
カクラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPoin
tUpdater

jobPostProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPost
Processor
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チャンク別トランザクションモデル (ブレイク)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecuterService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番8を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番9を参照
blogicExecutor 項番10を参照
batchUpdateProcessor 項番13を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler フレームワークBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogicExecutor 項番12を参照
controlBreakProcessor 項番11を参照
controlBreakDef 項番14を参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

13
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

controlBreakDefItemList ジョブBean定義ファイルを参照

chunkControlBreakDefItem ジョブBean定義ファイルを参照

transChunkControlBreakDefItemL ジョブBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

14
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

マネージャ

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

トランザクション制御有りの
ワーカ定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.Contro
lBreakBLogicExecutor

7 キュープロセッサ
chunkTransactionQu
eueProcessor

12 blogicExecutor

controlBreakBlogic
Executor

property概要概要 property

9 controlBreakWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

8
chunkTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.trans
action.TransactionalWorker

2

項番 Bean ID

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

1 jobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

-

ジョブの処理状況
クラス

12

13

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatusJobStatus

コントロールブレイク用ビジネ
スロジック実行クラスの定義。

10

controlBreakProces
sor

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.Contro
lBreakProcessor

コントロールブレイク処理実行
クラスの定義。

11

コントロールブレイク情報クラ
スの定義。14

コントロールブレ
イク

controlBreakDef jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.Contro
lBreakDef
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非トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『noTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番4を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番5を参照

3 jobPreProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSu
pportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

4 jobPostProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSu
pportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『noTransactionQueueProcessor』

worker 項番6を参照
blogicExecutor 項番7を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

batchUpdateProcessor 項番8を参照

batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

8
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBat
chUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

11
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

10

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

9

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJ
obStatus

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

キュー処理クラスの定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

チャンク処理クラスの定義。

6

7 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicE
xecutor

noTransactionWorke
r

baseWorker
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker)

ワーカ

property概要概要 property

マネージャ定義

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerT
askWorkQueueFactory

-

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Bean ID

jobManager

Classes/parent名

noTransactionQueue
Processor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProce
ssor)

設定項目名称

2

5 キュープロセッサ

項番

1
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単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『singleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『singleTransactionQueueProcessor』
worker 項番10を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
preProcessor 項番8を参照
postProcessor 項番9を参照

8
firstchunkPreProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

9
lastchunkPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番11を参照
batchUpdateProcessor 項番12を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

12
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

15
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

14

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

13

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

チャンク処理クラスの定義。

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.trans
action.TransactionalQueueProcessor

キュー処理クラスの定義。

10
singleTransactionW
orker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

11 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

ワーカ

項番 Bean ID

1 jobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

singleTransactionQ
ueueProcessor

キュープロセッサ

property概要概要 property

7

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

-2

マネージャ
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ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『partitionChunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照

10 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番15を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番16を参照
blogicExecutor 項番18を参照
batchUpdateProcessor 項番17を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

17
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

21
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

20

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

19

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

トランザクション制御有りの
ワーカ定義。

18 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

9

16 chunkWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

15 transactionWorker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.trans
action.TransactionalWorker

14
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionChunkTran
sactionChildQueueP
rocessor

設定項目名称

8

2 -

項番 Bean ID

1 jobManager

子ジョブマネー
ジャ

7

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

-

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

partitionChunkTran
sactionQueueProces
sor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

property概要概要 propertyClasses/parent名

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブ実行用マネージャ定
義。

親ジョブマネー
ジャ

親ジョブ実行用マネージャ定
義。

親ジョブキュープ
ロセッサ

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。
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ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル (リスタート)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
jobRestartTableHandler 項番31を参照
jobManager 項番2を参照
name 初期値『partitionChunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番3参照
preProcessor 項番4を参照
postProcessor 項番7を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照

preProcessor 項番5を参照
parentManager 初期値『true』

5
delegatedParentJob
PreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler 項番31を参照

postProcessor 項番8を参照

8
delegatedParentJob
PostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番9を参照

9 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番11を参照

jobRestartTableHandler 項番31を参照
jobManager 項番12を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番13参照
preProcessor 項番14を参照
postProcessor 項番17を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番20を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照

preProcessor 項番15を参照

15
delegatedJobPrePro
cessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番16を参照

16 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

postProcessor 項番18を参照

18
delegatedJobPostPr
ocessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番19を参照

19 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番21を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番22を参照
jobWorker 項番23を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照
blogicExecutor 項番25を参照
batchUpdateProcessor 項番24を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

24
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

28
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

queryDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

jobRestartInfoFactory 項番22を参照

30
ジョブリスタート
情報用パラメータ
クラス

JobRestartInfoFact
ory

jp.terasoluna.fw.batch.restart.StandardJob
RestartInfoFactory

ジョブリスタート情報用パラ
メータクラスのBean定義。

なし なし

ジョブリスタート管理テーブル
のハンドラクラス用Bean定義。

29

ジョブリスタート
管理テーブルハン
ドラ

JobRestartTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobRestartT
ableHandler

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

27

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

26

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

25 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

ワーカ

21

チャンク処理クラスの定義。

restartPointUpdate
r

チャンク処理クラスの定義。

transactionWorker

17 jobPostProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPost
Processor

リスタート時の子ジョブ後処理
の定義。

14 jobPreProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPreP
rocessor

リスタート時の子ジョブ前処理
の定義。

11

子ジョブマネー
ジャ

childJobManager
jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobContextR
estorer

12
delegatedChildJobM
anager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

13 -

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

partitionChunkTran
sactionQueueProces
sor

parentjobPostProce
ssor

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

-

リスタート時の親ジョブ後処理
の定義。

delegatedJobManage
r

parentjobPreProces
sor

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPreP
rocessor

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPost
Processor

property概要概要 property

リスタート時の親ジョブ前処理
の定義。

親ジョブ実行用マネージャ定
義。

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブリスタート実行用マ
ネージャの定義。

Classes/parent名

1 jobManager
jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobContextR
estorer

設定項目名称項番 Bean ID

10
親ジョブキュープ
ロセッサ

7

4

2

親ジョブマネー
ジャ

3

リスタートポイント登録用ワー
カクラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPoin
tUpdater

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

子ジョブ実行用マネージャ定
義。

子ジョブリスタート実行用マ
ネージャの定義。

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

23 chunkWorker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.trans
action.TransactionalWorker

22

20
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionChunkTran
sactionChildQueueP
rocessor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION



ジョブ分割非トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『partitionNoTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番4を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番5を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

4
parentjobPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionNoTransactionQueueProcessor』

worker 項番6を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番7参照
preProcessor 項番8を参照
postProcessor 項番9を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照

8 jobPreProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

9 jobPostProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionNoTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番11を参照
blogicExecutor 項番12を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

batchUpdateProcessor 項番13を参照

batchUpdateResultHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照

blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

13
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBeanファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

16
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

14
ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

15
JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

property概要概要 property

子ジョブ実行用マネージャの定
義。

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブ実行用マネージャの定
義。

jobManager

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

Bean ID

1

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

2 -

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

partitionNoTransac
tionQueueProcessor

親ジョブマネー
ジャ

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

6

-

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

子ジョブマネー
ジャ

5
親ジョブキュープ
ロセッサ

7

項番

10
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionNoTransac
tionChildQueueProc
essor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

11

ワーカ

noTransactionWorke
r

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

12 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

チャンク処理クラスの定義。
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ジョブ分割単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値

『partitionSingleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionSingleTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照

10 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『singleTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番17を参照
preProcessor 項番15を参照
postProcessor 項番16を参照

15
firstchunkPreProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

16
lastchunkPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番19を参照
batchUpdateProcessor 項番18を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

18
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

22
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

20

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

21

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

partitionSingleTra
nsactionQueueProce
ssor

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

Classes/parent名

チャンク処理クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブ実行用マネージャの定
義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブマネー
ジャ

property概要概要 property

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブ実行用マネージャの定
義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

-

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

項番 Bean ID

1 jobManager

設定項目名称

親ジョブマネー
ジャ

2 -

19 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

singleTransactionW
orker"

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

ワーカ

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

7
親ジョブキュープ
ロセッサ

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

17

9

8

子ジョブキュープ
ロセッサ

14
singleTransactionC
hildQueueProcessor

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION



ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値

『sequentialSingleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『sequentialSingleTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照

10 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『singleTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番17を参照
preProcessor 項番15を参照
postProcessor 項番16を参照

15
firstchunkPreProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

16
lastchunkPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番19を参照
batchUpdateProcessor 項番18を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

18
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBa
tchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

22
分割ジョブの多重
起動数

multiplicity java.lang.Integer 分割ジョブの多重起動数 constructor-arg 初期値『1』

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

7
親ジョブキュープ
ロセッサ

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

17

9

8

子ジョブキュープ
ロセッサ

14
singleTransactionC
hildQueueProcessor

singleTransactionW
orker"

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

ワーカ

19 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogic
Executor

項番 Bean ID

1 jobManager

設定項目名称

親ジョブマネー
ジャ

2 -

子ジョブマネー
ジャ

property概要概要 property

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブ実行用マネージャの定
義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

-

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

sequentialSingleTr
ansactionQueueProc
essor

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

Classes/parent名

チャンク処理クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManager
TaskWorkQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブ実行用マネージャの定
義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

20

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

21

JobStatus
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ファイルアクセス

1
CSVファイルアクセス
用（入力）DAO

csvFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVFileQueryDAO
/ fileQueryDAO CSVファイルアクセス用（入力）DAO

- -

2
固定長ファイルアクセ
ス用（入力）DAO

fixedFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.FixedFileQueryD
AO / fileQueryDAO 固定長ファイルアクセス用（入力）DAO

- -

3
可変長ファイルアクセ
ス用（入力）DAO

variableFileQueryD
AO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.VariableFileQue
ryDAO / fileQueryDAO 可変長ファイルアクセス用（入力）DAO

- -

4
その他ファイルアクセ
ス用（入力）DAO

plainFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.PlainFileQueryD
AO / fileQueryDAO その他ファイルアクセス用（入力）DAO

- -

textSetterMap 内容については項番6～9を参照

validator 項番10を参照

6 -
key:java.lang.String
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetString

カラムフォーマットクラスの定義。
（String型）

- -

7 -
key:java.util.Date
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetDate

カラムフォーマットクラスの定義。
（Date型）

- -

8 -
key:java.math.BigDecimal
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetDecimal

カラムフォーマットクラスの定義。
（BigDecimal型）

- -

9 -
key:int
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetInt

カラムフォーマットクラスの定義。
（int型）

- -

10 -
org.springmodules.validation.commons.DefaultBeanVa
lidator

バリデータのサンプルBean定義。 validatorFactory 項番11を参照

11
ファイル入力チェック
（バリデータファクト
リの記述例）

validatorFactory
jp.terasoluna.fw.validation.springmodules.DefaultV
alidatorFactoryEx

ファイル入力チェック（バリデータ
ファクトリの記述例）

validationConfigLocations -

12
CSVファイルアクセス
用（出力）DAO

csvFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVFileUpdateDA
O / fileUpdateDAO CSVファイルアクセス用（出力）DAO

- -

13
固定長ファイルアクセ
ス用（出力）DAO

fixedFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.FixedFileUpdate
DAO / fileUpdateDAO 固定長ファイルアクセス用（出力）DAO

- -

14
可変長ファイルアクセ
ス用（出力）DAO

variableFileUpdate
DAO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.VariableFileUpd
ateDAO / fileUpdateDAO 可変長ファイルアクセス用（出力）DAO

- -

15
その他ファイルアクセ
ス用（出力）DAO

plainFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.PlainFileUpdate
DAO / fileUpdateDAO その他ファイルアクセス用（出力）DAO

- -

16 fileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.AbstractFileUpd
ateDAO

ファイルアクセス用（出力）DAO 共通
定義

textGetterMap 内容については項番17～20を参照

17 -
key:java.lang.String
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetString

ファイル書き込み用カラムフォーマッ
トクラスの定義。（String型）

- -

18 -
key:java.util.Date
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetDate

ファイル書き込み用カラムフォーマッ
トクラスの定義。（Date型）

- -

19 -
key:java.math.BigDecimal
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetDecimal

ファイル書き込み用カラムフォーマッ
トクラスの定義。（BigDecimal型）

- -

20 -
key:int
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetInt

ファイル書き込み用カラムフォーマッ
トクラスの定義。（int型）

- -

Bean ID

fileQueryDAO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.AbstractFileQue
ryDAO

ファイルアクセス用（入力）DAO 共通
定義

property概要概要 propertyClasses/parent名設定項目名称

5

項番

ファイルアクセス用
（出力）DAO 共通定義

ファイルアクセス用
（入力）DAO 共通定義
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親ジョブ分割定義ファイル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『partitionChunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transacti
on.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSuppor
tProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transacti
on.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSuppor
tProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
childJobBeanPath 子ジョブのBean定義ファイル名
jobMessageTableHandler 項番12,13を参照
messageSender 項番14を参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

11
スレッドプールサ
イズ

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.standard.T
hreadSizeFactoryBean

スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

12
queryDAO 参照系のDAOのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

13
updateDAO 更新系のDAOのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。
14 messageSender jp.terasoluna.fw.batch.jms.JobMessageSender JmsTemplateの定義。 jmsTemplate 項番17,18,19を参照
15 destination org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean destinationの定義。 jndiName -

16 jmsConnFactory
org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean メッセージ送信コネクションの

定義。
jndiName 初期値『weblogic.jms.ConnectionFactory』

17 connectionFactory 項番16を参照。
18 defaultDestination 項番15を参照。

19
pubSubDomain メッセージングモデルにpub/subメッセージングを使

用するか否か。
初期値は『false』である。

子ジョブ送信用ワーカ定義。

親ジョブマネー
ジャ

親ジョブ実行用マネージャ定
義。

親ジョブキュープ
ロセッサ

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskW
orkQueueFactory

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

property概要概要 propertyClasses/parent名設定項目名称
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2 -

項番 Bean ID

1 jobManager

jobWorker
子ジョブマ用ワー

カ定義

7

jobMessageTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.JobMessageTab
leHandlerImpl

partitionChunkTran
sactionQueueProces
sor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor
)
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.partition.Chi
ldJobSendWorker

ジョブメッセージテーブル用ハ
ンドラのBean定義。

JMSの定義

jmsTemplate

org.springframework.jms.core.JmsTemplate102

ジョブメッセージ
テーブル用ハンド
ラ

JmsTemplateの定義。

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

10

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transactio
n.TransactionalJobStatus

ジョブの処理状況用Bean定義。

9

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableTrans
actionalJobStatus
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